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「
ご
あ
い
さ
つ
」

　
支
部
長
　
草
川 

大
造

校
友
会
堺
支
部
会
報
第
37
号
の
発
行

に
際
し
、
ひ
と
こ
と
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。異

常
な
ま
で
の
猛
夏
も
過
ぎ
往
き
、

街
の
あ
ち
こ
ち
で
祭
囃
子
の
聞
こ
え
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
支
部
会
員
の

皆
様
に
は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
、
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
夏
は
殊
の
外
暑
く
、
幾
つ
か
の

あ
り
が
た
く
な
い
記
録
も
更
新
し
、
ま

た
東
北
地
方
や
九
州
で
は
、
こ
れ
も
記

録
的
な
大
雨
に
見
舞
わ
れ
、
山
崩
れ
や

浸
水
の
災
害
が
大
き
な
爪
痕
を
残
し
ま

し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
、
心
か
ら
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

夏
の
異
常
な
暑
さ
と
災
害
は
、
年
を

経
る
ご
と
に
酷
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
ま

た
そ
れ
を
原
因
と
す
る
死
者
数
も
年
々

増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
憂
慮
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。
死
者
数
と
言
え
ば
、
人
為

的
な
死
者
数
も
増
え
て
お
り
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
侵
略
戦
争
も
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
仲
介
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
終
戦
を
巡
っ
て
混
迷
を
深
め
て
お

り
ま
す
。
ま
た
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
戦

闘
は
曙
光
が
射
し
た
と
は
言
え
、
一
般
市

民
や
子
供
た
ち
の
犠
牲
が
苛
酷
を
極
め

て
お
り
ま
す
。
世
界
は
い
ま
、
天
災
と
人

災
に
よ
り
大
き
な
試
練
に
立
た
さ
れ
て

い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
地
球
上
で

同
じ
空
気
を
吸
っ
て
い
る
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
超
え
私
欲
を

捨
て
人
智
を
結
集
し
て
、
人
類
の
生
存

を
賭
け
た
こ
れ
ら
課
題
の
解
決
を
大
義

と
考
え
、
共
に
尽
力
す
べ
き
秋
（
と
き
）

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
わ
が
堺
支
部
で
は
、
年
に
一
度

の
「
支
部
総
会
」
の
ほ
か
、
恒
例
行
事

で
あ
る「
関
親
会
」「
逍
遙
の
会
」「
K
U
S

関
球
会
」
が
、
順
調
に
回
を
重
ね
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
真
夏
の
堺
の
風
物
詩

「
大
魚
夜
市
」
に
お
い
て
、
紫
地
に
白
く

「
関
西
大
学
」
と
染
め
抜
い
た
幟
を
立
て
、

地
域
と
の
交
流
事
業
と
し
て
毎
年
出
店

し
て
い
る
「
射
的
」
は
、
今
年
も
母
校

堺
キ
ャ
ン
パ
ス
の
安
田
ゼ
ミ
生
と
の
共
催

で
出
店
し
、
ま
た
今
年
は
「
射
的
」
の

横
に
校
友
が
経
営
す
る
「
丸
市
菓
子
舗
」

さ
ん
も
出
店
、
氷
菓
を
販
売
し
、
と
も

に
好
評
を
博
し
、
関
大
の
知
名
度
を
高

め
ま
し
た
。

今
年
、何
よ
り
も
良
か
っ
た
の
は
、徐
々

に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
支
部
行
事
へ
の
参

加
者
が
増
え
て
き
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。「
関
親
会
」
も
中
身
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が
、
概
ね
20
名
程
度
の
参
加
者

を
確
保
で
き
て
お
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、

今
年
度
の
「
支
部
総
会
」
に
は
、
4
人

の
初
参
加
者
の
ほ
か
、
校
友
会
本
部
の

「
組
織
特
別
活
動
助
成
金
」
制
度
の
支
援

を
受
け
、
初
め
て
現
役
学
生
６
人
の
参

加
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加

学
生
は
異
口
同
音
に
、
ま
た
参
加
し
た
い

と
語
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
校
友
会
本
部
と
の
連
携
を

密
に
し
、
校
友
会
本
部
か
ら
の
支
援
も

求
め
な
が
ら
、
堺
支
部
ら
し
い
行
事
を

盛
り
上
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

近
年
、
わ
が
国
の
季
節
か
ら
四
季
と
い

う
感
覚
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
暑
い

暑
い
夏
が
過
ぎ
た
と
思
っ
た
ら
、
ほ
ど
な

く
防
寒
具
を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

気
候
へ
と
移
ろ
い
ま
す
。
支
部
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
て
は
、
気
候
変
動
で
く
れ
ぐ

れ
も
お
身
体
を
壊
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
充
分
ご
留
意
の
う
え
、
支
部
活
動
に

向
後
益
々
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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令
和
７
年
度
堺
支
部
総
会

令
和
７
年
度
堺
支
部
総
会

（
令
和
７
年
６
月

（
令
和
７
年
６
月
2121
日
）
日
）

紫
陽
花
咲
き
競
う
令
和
7

年
6
月
21
日
、
関
西
大
学
校
友

会
堺
支
部
は
大
阪
・
関
西
万
博

で
関
西
が
盛
り
上
が
る
中
、
ホ

テ
ル　

ア
ゴ
ー
ラ 

リ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー 

大
阪
堺
で
総
会
を
開
催

し
た
。

第
1
部
は
、
菅
野 

勇
幹
事

長
の
司
会
で
草
川
大
造
堺
支
部

長
の
挨
拶
の
後
、
草
川
支
部
長

が
議
長
と
し
て
議
事
を
進
行
、

鍋
島
均
志
事
務
局
長
、
古
渕
孝

仁
副
支
部
長
兼
会
計
か
ら
前
年

度
事
業
報
告
や
収
支
報
告
を
受

け
、
全
員
一
致
で
了
承
。
更
に

本
年
度
事
業
計
画
案
や
収
支
予

算
案
も
了
承
さ
れ
た
。
併
せ
て

古
渕
副
支
部
長
か
ら
校
友
会
本

部
の
事
業
部
長
と
し
て
本
部
の

事
業
に
つ
い
て
、
開
催
中
の
関

西
万
博
関
大
デ
ー
や
天
神
祭
関

大
丸
、
淀
川
花
火
大
会
、
松
竹

新
喜
劇
観
劇
等
の
予
定
も
紹
介

さ
れ
た
。

役
員
改
選
に
つ
い
て
も
新

任
の
副
支
部
長
に
松
田 

昭
氏
、

幹
事
長
に
菅
野 

勇
氏
、
幹
事

に
原
野
祥
次
氏
、
岡
田
有
市
氏

を
含
め
全
員
了
承
さ
れ
た
。

第
2
部
の
講
演
会
は
、
堺
支

部
会
員
の
山
地
勝
紀
氏
が
邦
楽

鳴
り
物
・
囃
子
方
の
望
月
太
八

紀
（
も
ち
づ
き
た
や
の
り
）
さ

ん
と
し
て
「
日
本
の
リ
ズ
ム
を

体
験　

か
け
声
も
大
切
な
鳴
り

物
で
す　

え
っ
！　

そ
も
そ
も

鳴
り
物
っ
て
ナ
ニ
？
」
と
の
演

題
で
講
演
い
た
だ
い
た
。

氏
は
当
初
落
語
に
興
味
を
持

ち
師
匠
に
付
い
た
が
、
紆
余
曲

折
の
後
鳴
り
物
、
鼓
（
つ
づ
み
）

へ
到
達
し
た
と
の
こ
と
。
動
画

も
使
い
鼓
や
大
鼓
（
お
お
か

わ
）、
太
鼓
な
ど
の
加
わ
っ
た

邦
楽
の
合
奏
の
様
子
や
鼓
の
持

ち
方
な
ど
を
レ
ク
チ
ャ
ー
い
た

だ
い
た
。
そ
し
て
、
演
題
の
通

り
「
か
け
声
」
も
重
要
な
鳴
り

物
で
、
邦
楽
の
奏
者
同
士
が
正

面
を
向
い
た
ま
ま
指
揮
者
も
い

な
い
の
に
ピ
タ
ッ
と
合
う

の
は
こ
の
か
け
声
の
お
か

げ
だ
そ
う
だ
。最
後
に「
格

付
け
名
人
」
な
ら
ぬ
ク
イ

ズ
で
、
高
級
品
と
格
安
品

の
聞
き
分
け
な
ど
も
あ
り

大
変
面
白
か
っ
た
。

講
演
の
後
は
記
念
撮

プ
リ
を
提
唱
さ
れ
た
。

こ
の
後
、
関
西
大
学
校
友
会

事
務
局
長
荒
堀
善
文
様
の
ご
発

声
で
乾
杯
の
後
和
や
か
な
懇
親

の
宴
が
始
ま
っ
た
。
恒
例
の
関

西
大
学
応
援
団
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

部
の
演
舞
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
に
久
し
ぶ
り
の

旧
友
と
の
会
話
な
ど
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
が
、
今
回
は
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
支
部
長
の
ご
挨

拶
に
も
あ
っ
た
が
、
新
規
入
会

者
4
名
と
現
役
学
生
６
名
が
参

加
し
、
壇
上
で
そ
れ
ぞ
れ
自
己

紹
介
と
挨
拶
を
し
た
。
そ
の
後

会
員
諸
氏
と
も
打
ち
解
け
て
話

が
弾
ん
で
い
た
。

最
後
は
応
援
団
米
田
副
団
長

の
指
揮
で
全
員
ス
ク
ラ
ム
を
組

み
逍
遥
歌
を
高
唱
し
、
お
開
き

と
な
っ
た
。	

（
鴨
頭 

光
一
）

影
。
撮
影
者
が
1
人
で
沢
山

の
カ
メ
ラ
を
交
換
し
て
撮
る
の

で
、
長
い
間
の
「
チ
ー
ズ
」
で

皆
様
お
疲
れ
の
ご
様
子
。

第
3
部
は
司
会
も
池
田
一
紗

幹
事
に
替
わ
り
、
先
ず
全
員
起

立
で
国
歌
斉
唱
、
続
い
て
関
西

大
学
応
援
団
第
１
０
３
代
副
団

長
米
田
春
香
さ
ん
指
揮
で
学
歌

唱
和
の
後
、
こ
の
1
年
間
の
物

故
者
へ
黙
禱
を
捧
げ
た
。

草
川
堺
支
部
長
の
主
催
者

挨
拶
に
続
き
司
会
者
か
ら
15

名
の
来
賓
の
紹
介
。
来
賓
を
代

表
し
て
学
校
法
人
関
西
大
学
常

務
理
事
薮
田
和
宏
様
の
ご
祝
辞

の
後
、
関
西
大
学
副
学
長
北
原 

聡
様
は
ご
祝
辞
と
し
て
堺
の
歴

史
の
話
と
共
に
新
学
部
や
新
学

科
創
設
な
ど
の
大
学
の
近
況
を

ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。
最
後
に

立
た
れ
た
関
西
大
学
校
友
会
長

田
中
義
信
様
の
ご
祝
辞
は
、
日

ご
ろ
の
取
り
組
み
の
紹
介
と
校

友
会
の
方
針
の
5
つ
の
柱
、
即

ち（
1
）親
睦（
2
）学
生
支
援

（
3
）組
織
強
靭
化（
4
）社
会
連

携（
5
）寄
付
を
簡
便
に
す
る
ア

4回生4回生

山地勝紀氏山地勝紀氏



（4）関西大学校友会　堺支部会報37 号　2025 年（令和 7年）11 月 1日

関
西
大
学
堺
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
3
月
に

人
工
芝
を
張
り
替
え
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
照

明
を
L
E
D
化
し
、
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
4
月
か
ら
新

し
く
な
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
授
業
や
ク

ラ
ブ
活
動
、
地
域
貢
献
（
近
隣
園
児
の
遊

び
場
）
等
、
様
々
な
用
途
に
よ
り
充
実
し

た
利
用
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

4
月
29
日
（
祝
）
に
堺
市
大
仙
公
園
を

舞
台
に
開
催
さ
れ
た「
堺
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
」

で
は
、
本
学
が
協
賛
し
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
か
ら

マ
ス
タ
ー
ズ
ま
で
約
4,
0
0
0
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

本
学
人
間
健
康
学
部
か
ら
は
、
弘
原
海 

剛
学
部
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
志
岐
幸
子
学

生
主
任
が
ス
タ
ー
タ
ー
と
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
を

務
め
ま
し
た
。
ま
た
、
沿
道
や
ス
テ
ー
ジ
で

ラ
ン
ナ
ー
を
励
ま
し
、
大
会
を
大
い
に
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

6
月
22
日
（
日
）
に
は
、
本
学
堺
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
て
、「
堺
キ
ャ
ン
パ
ス
祭

2
0
2
5
」
が
開
催
さ
れ
、「
祭
煌
～
最
高

に
煌
く
瞬
間
～
」を
テ
ー
マ
に
約
２,
8
0
0

名
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

関
大
万
博
部
に
よ
る
「
関
大
万
博
ミ
ニ

フ
ェ
ス
タ
～
巡
縁
祭
i
n
堺
キ
ャ
ン
パ
ス
」、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
＆
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
の
他
、

多
数
の
模
擬
店
も
参
加
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス

内
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

2
0
1
1
年
か
ら
開
催
し
て
い
る
堺
キ
ャ

ン
パ
ス
祭
は
、
当
初
か
ら
校

友
会
堺
支
部
の
み
な
さ
ま
方

の
協
力
の
も
と
、
人
間
健
康

学
部
の
祭
典
実
行
委
員
会

が
中
心
と
な
っ
て
運
営
し
て

お
り
、
当
日
は
堺
キ
ャ
ン
パ

ス
で
活
動
す
る
課
外
活
動
団

体
に
よ
る
軽
音
楽
ラ
イ
ブ
や

ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
堺
市
と
関
西
大

学
と
の
地
域
連
携
事
業「
み
ん
な
で
踊
ろ
う
」

な
ど
、
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

今
後
も
関
西
大
学
堺
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

様
々
な
行
事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
が
、

校
友
会
堺
支
部
の
み
な
さ
ま
に
は
、
こ
れ

か
ら
も
ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

「
関
西
大
学
堺
キ
ャ
ン
パ
ス
の
近
況
」

堺
事
務
局
次
長
　
竹
中 

弘
幸

堺シティマラソン・スタ－タ－
志岐先生

みんなで踊ろう（堺キャンパス祭）

応援団演舞（堺キャンパス祭）
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令和７年４月６日（日）、春には珍しい抜けるような晴
天に恵まれ、母校関西大学千里山キャンパスにおいて
満開の桜のもと、盛大に開催された。まず、応援団リー
ダー部、チアリーダー部、吹奏楽部によるドリル演奏・
行進に始まり、関西大学理事長、学長及び校友会長に
よる挨拶などセレモニーが終わると、関大の目抜き通り

に出展ブースや各種催しが展開した。わが堺支部から
は校友の「丸市菓子舗」さんが出店し、好評を博した。
また、恒例となった商経学舎の教室における関親会は、
今年も１１名の参加者を得て開催した。今年は、校友
会長の来訪とタイミングが合わず、校友会長を交えた
歓談の機会は逸したが、懇談には不向きな学校形式に
固定された机・椅子をぎこちなく囲み、各々の参加者
が缶ビール片手に生協弁当をつつきながら、和気あい
あいと歓談し、お開きとなった。
	 （草川 大造）

7月26日（土）堺市堺区大浜公園で開催された
「2025大魚夜市PRブ－ス」に出店し、堺キャンパス
の安田ゼミの「射的ゲ－ム」と校友の野間耕三氏が
経営される「丸市菓子舗」のかき氷などの販売を実
施し、関西大学をPRした。

写真は、永藤堺市長（浴衣姿）、葛村堺商工会
議所会頭（関西大学理事）と堺支部会員を交えた
関西大学PRブ－ス前での一コマです。�

（鍋島 均志）

 ２０２５スプリングフェスティバル ２０２５スプリングフェスティバル

ホームカミングデイホームカミングデイ

20252025
大魚夜市大魚夜市にに

  出店出店
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11
月
30
日
は
や
や
肌
寒
か
っ
た

も
の
の
、
秋
晴
れ
の
旅
行
日
和
。
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
が
10
分
程
度
遅
れ
た

が
、
堺
東
の
集
合
場
所
を
8
時
40

分
に
出
発
。
総
勢
13
名
は
車
の
人

と
な
り
、
高
速
に
入
る
。
い
つ
も
の

北
村
氏
の
解
説
で
、
こ
の
度
は
京
都

で
は
ガ
イ
ド
が
な
く
、
私
の
説
明
で

と
始
ま
る
。
バ
ス
は
阪
神
高
速
、
阪

和
道
か
ら
第
二
京
阪
を
経
て
京
都

市
内
に
入
る
。
堀
川
道
路
に
入
る

と
、
見
慣
れ
た
東
本
願
寺
や
二
条

城
を
横
目
に
見
て
、
ま
だ
青
い
銀

杏
並
木
が
次
第
に
黄
色
く
染
ま
っ

た
通
り
ま
で
来
て
本
法
寺
に
10
時

16
分
到
着
。
一
度
見
た
風
景
を
感

じ
て
い
た
ら
、
北
村
氏
か
ら
昨
年

の
逍
遥
の
会
で
行
っ
た
慈
受
院
の
直

ぐ
側
と
の
こ
と
で
納
得
す
る
。

バ
ス
か
ら
降
り
て
本
殿
に
入
り

拝
観
。
本
寺
は
天
文
法
華
の
乱
で

焼
失
し
た
が
、
一
条
堀
川
に
再
建
。

秀
吉
の
命
で
現
在
地
に
移
転
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
本
法
寺
の
「
佛
涅

槃
図
」
は
京
都
三
大
涅
槃
図
の
ひ

と
つ
に
数
え
ら
れ
、
そ
の
大
き
さ

は
縦
約
10
ｍ
横
６
ｍ
で
圧
倒
さ
れ

た
。
作
者
は
絵
師
の
長
谷
川
等
伯

（
１
５
３
９
～
１
６
１
０
）
で
、
自

身
の
家
族
や
心
を
寄
せ
た
日
蓮
宗

僧
侶
ら
の
供
養
を
目
的
に
61
歳
時

に
描
き
本
法
寺
に
奉
納
と
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
本
阿
弥
光
悦

（
１
５
５
８
～
１
６
３
７
）
に
よ
っ

逍
遥
の
会

逍
遥
の
会

て
造
ら
れ
た
「
巴
の
庭
」
が
あ
る
。

室
町
期
の
書
院
枯
山
水
の
影
響
を

残
す
名
庭
で
、
国
か
ら
名
勝
の
指

定
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
十
（
つ

な
し
）
の
庭
は
石
の
数
が
九
つ
に
も

か
か
わ
ら
ず
「
十
の
庭
」
と
す
る

の
は
、
庭
の
石
は
九
つ
で
も
見
る
人

の
心
に
も
う
一
つ
の
石
（
意
志
）
が

存
在
す
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ

た
と
あ
り
、
一
つ
か
ら
九
つ
ま
で
は

「
つ
」
が
付
く
が
「
十
」（
つ
が
無
い
）

の
で
「
十
（
つ
な
し
）」
と
の
北
村

氏
の
解
説
で
納
得
。

次
に
妙
覺
寺
を
拝
観
。
こ
こ
の

庭
園
は
特
に
定
義
は
な
い
も
の
の

紅
葉
が
素
晴
ら
し
く
シ
ャ
ッ
タ
ー

音
が
響
く
。
こ
の
寺
は
斎
藤
道
三

と
の
関
係
が
深
く
、
父
（
松
波
庄

五
郎
）
及
び
道
三
は
こ
こ
で
得
度

し
、
道
三
の
四
男
は
、
当
寺
19
世

と
な
る
日
饒
で
あ
る
。
彼
は
織
田

信
長
の
義
弟
（
道
三
の
娘
・
濃
姫

が
信
長
の
妻
）、
信
長
は
20
数
回
に

及
ぶ
京
へ
の
滞
在
に
お
い
て
妙
覺
寺

に
18
回
も
宿
所
。
本
能
寺
に
は
3

回
で
、
最
後
が
明
智
光
秀
に
襲
わ

れ
る
本
能
寺
の
変
で
あ
る
。
こ
こ
で

集
合
写
真
を
撮
り
、
小
川
通
の
周

辺
を
散
策
。
表
千
家
、
裏
千
家
な

ど
そ
う
そ
う
た
る
町
並
み
で
あ
る
。

学
校
法
人
裏
千
家
学
園
な
ど
も
あ

る
。
こ
こ
で
バ
ス
に
戻
り
昼
食
会
場

近
く
ま
で
行
き
下
車
。
徒
歩
で
閑

臥
庵
ま
で
行
く
。

11
時
2
分
に
到
着
。
庭
に
は
羅

漢
僧
が
立
ち
並
ん
で
い
た
。
団
体

用
の
お
部
屋
に
入
る
と
13
人
分
の

テ
ー
ブ
ル
が
用
意
さ
れ
、
各
々
自
由

に
座
り
食
事
と
な
る
。
こ
こ
で
黄
檗

宗
の
普
茶
料
理
を
い
た
だ
く
。
色
々

な
食
材
で
上
品
な
10
品
ほ
ど
が
次

か
ら
次
へ
と
出
た
。
い
わ
ゆ
る
薬
膳

料
理
で
健
康
に
よ
い
と
の
説
明
。
そ

の
都
度
こ
れ
は
何
で
す
か
と
聞
き

な
が
ら
食
す
も
驚
く
も
の
ば
か
り
。

ビ
ー
ル
を
い
た
だ
き
な
が
ら
味
わ

う
。
壁
に
は
「
仏
、
佛
、
ぶ
つ
ぶ
つ

い
う
な
」「
明
日
が　

大
事
で　

今

は
苦
し
ん
で　

た
え
て　

し
の
ん

で　

楽
し
さ
し
ら
ず
」
な
ど
の
額

の
文
字
が
目
に
入
る
。
珍
し
い
普

茶
料
理
を
存
分
い
た
だ
き
、
玄
関

先
で
集
合
写
真
を
撮
り
閑
臥
庵
を

後
に
す
る
。

徒
歩
で
少
し
戻
り
マ
イ
ク
ロ
に

乗
車
。
午
後
1
時
35
分
出
発
で
次

の
正
伝
寺
に
向
か
う
。
午
後
1
時

54
分
到
着
。
竹
林
や
紅
葉
し
た
静

寂
な
山
道
を
10
分
程
度
か
け
て
登

る
。
本
寺
は
鎌
倉
時
代
我
国
に
来

朝
さ
れ
た
宋
の
兀
菴
寧
禅
師
の
法

を
つ
が
れ
た
東
厳
慧
安
禅
師
が
創

立
。
獅
子
の
児
渡
し
庭
園
か
ら
比

叡
山
が
望
ま
れ
る
。

こ
の
庭
園
は
白
砂
敷
平
庭
で
サ

ツ
キ
の
刈
込
に
よ
っ
て
七
五
三
調
を

表
現
し
た
枯
山
水
で
は
る
か
に
比

叡
の
霊
峰
を
取
り
入
れ
た
借
景
式

の
庭
園
で
、
そ
の
枯
淡
な
風
格
は

禅
苑
の
心
の
し
ず
け
さ
を
味
わ
し

め
る
も
の
が
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い

た
。
こ
こ
を
出
て
山
を
下
り
、
バ
ス

に
て
す
ぐ
近
く
の
神
光
院
を
訪
ね

る
。
拝
観
料
の
無
い
無
人
の
真
言

宗
の
お
寺
。
こ
こ
で
北
村
氏
の
解
説

が
入
る
。
太
田
垣
連
月
の
晩
年
の

お
寺
で
、
美
人
す
ぎ
る
幕
末
の
尼

僧
で
あ
っ
た
太
田
垣
連
月
は
西
郷

に
無
血
開
城
を
決
意
さ
せ
た
歌
「
あ

だ
味
方　

勝
つ
も
負
く
る
も　

哀

れ
な
り　

同
じ
御
国
の　

人
と
思

へ
ば
」
を
西
郷
に
渡
す
絵
が
掲
げ

ら
れ
て
い
た
。
描
い
た
人
は
最
後

の
文
人
画
家
の
富
岡
鉄
斎
で
、
石

上
神
社
や
大
鳥
大
社
宮
司
を
な
し
、

彼
は
18
歳
で
女
流
歌
人
の
太
田
垣

連
月
に
預
け
ら
れ
薫
陶
を
受
け
て

い
る
。
な
お
、
太
田
垣
連
月
は
京

都
生
ま
れ
で
、
父
は
伊
賀
上
野
城

家
老
藤
堂
良
聖
。
俗
名
は
誠（
の
ぶ
）

知
恩
院
門
跡
に
勤
仕
す
る
大
田
垣

光
古
の
養
女
と
な
る
。
夫
も
な
く

な
り
、
太
田
垣
家
の
養
子
に
な
っ
た

古
肥
と
再
婚
。
古
肥
死
後
、
誠
は

蓮
月
（
れ
ん
げ
つ
）
と
号
し
た
と
の

こ
と
。
こ
こ
で
一
行
は
帰
途
を
目
指

し
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
人
と
な
る
。
無

事
16
時
に
は
堺
に
到
着
し
、
晩
秋

の
古
都
の
余
韻
に
浸
り
な
が
ら
散

会
し
た
。

（
宮
内 

利
正
）

第51回逍遥の会第51回逍遥の会

～～本法寺～妙覚寺～正伝寺～神光院本法寺～妙覚寺～正伝寺～神光院～～
『京都の名刹と閑臥庵普茶料理』を探訪する。『京都の名刹と閑臥庵普茶料理』を探訪する。

佛涅槃図佛涅槃図

閑臥庵閑臥庵

普茶料理普茶料理

正伝寺の庭園正伝寺の庭園
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話
人
心
配
り
の
、
訪
れ
た
先
で
の

地
元
の
美
味
し
い
昼
食
で
あ
る
。
こ

の
日
の
食
事
処
は
加
古
川
市
内
に

あ
る
古
風
な
佇
ま
い
の
日
本
料
理

店
「
と
き
の
」。
飲
め
る
人
は
、
早

速
ジ
ョ
ッ
キ
を
傾
け
な
が
ら
季
節
の

素
材
を
使
っ
た
小
鉢
や
但
馬
牛
の
一

人
用
す
き
焼
き
鍋
を
堪
能
し
た
。

昼
食
後
、
高
砂
市
に
あ
る
工
楽

松
右
衛
門
の
旧
宅
を
訪
問
。
江
戸

時
代
後
期
、
播
磨
地
方
に
お
け
る

歴
史
上
で
も
珍
し
い
民
間
の
偉
人

の
一
人
、
工
楽
松
右
衛
門
は
高
砂
市

の
漁
労
の
家
に
生
ま
れ
、
長
じ
て
廻

船
業
を
営
む
傍
ら
今
に
至
る
ま
で

そ
の
名
を
遺
す「
松
右
衛
門
帆
」（
地

元
特
産
の
太
木
綿
糸
を
縦
横
に
織

り
上
げ
、
堅
牢
に
し
て
柔
軟
に
仕

立
て
た
画
期
的
な
帆
布
）
を
発
明
。

そ
の
後
の
北
前
船
の
隆
盛
を
促
す

な
ど
、
近
世
日
本
の
海
上
交
通
の
発

展
に
多
大
な
る
貢
献
を
し
た
。
又
、

幕
府
か
ら
の
「
択
捉
に
渡
り
廻
船

用
の
埠
頭
を
築
造
せ
よ
」
と
の
命

に
よ
り
、
5
年
後
、
極
寒
の
地
で

の
困
難
を
極
め
た
工
事
を
見
事
に

完
成
さ
せ
た
。
そ
の
後
も
函
館
や

鞆
の
津
を
始
め
全
国
各
地
の
港
を

改
修
し
た
功
績
に
よ
り
、
1
8
0
2

年
幕
府
か
ら「
工
楽
」の
性
を
賜
り
、

名
字
帯
刀
を
許
さ
れ
た
。
そ
の
旧

宅
の
土
地
・
建
物
は
平
成
28
年
に

工
楽
家
か
ら
高
砂
市
に
寄
贈
さ
れ

た
。
主
屋
は
本
瓦
葺
き
木
造
2
階

建
て
で
江
戸
時
代
後
期
の
建
物
。

2
0
0
年
近
い
年
月
を
経
て
そ
の

傷
み
は
相
当
な
も
の
だ
っ
た
が
、
可

能
な
限
り
当
初
の
建
築
様
式
に
復

元
す
る
た
め
1
年
4
か
月
の
時
間

を
要
し
た
と
の
こ
と
。
波
打
つ
よ
う

に
仕
上
げ
ら
れ
た
白
い
漆
喰
の
軒

裏
、
古
い
舟
板
を
再
利
用
し
た
「
舟

板
塀
」
な
ど
見
ど
こ
ろ
の
あ
る
特

徴
が
復
元
さ
れ
て
い
た
。

工楽末右衛門旧宅工楽末右衛門旧宅

最
後
の
目
的
地
に
向
か
う
途
中
、

立
ち
寄
っ
た
の
が
小
野
市
立
小
野

好
古
館
。
小
野
藩
家
老
家
や
商
家

の
御
殿
飾
り
な
ど
幕
末
か
ら
平
成

ま
で
の
数
百
体
の
様
々
な
ひ
な
人

形
を
展
示
す
る
「
ビ
ッ
グ
ひ
な
ま
つ

り
」
を
見
学
。

小野好古館小野好古館

そ
し
て
い
よ
い
よ
、
本
日
の
旅
の

ハ
イ
ラ
イ
ト
、小
野
市
に
あ
る
国
宝・

極
楽
山 

浄
土
寺
に
到
着
。
こ
の
名

2
0
2
5
年
3
月
22
日
、《
歴
史

旅
案
内
人
》
に
し
て
逍
遥
の
会
世

話
人
・
北
村
修
治
氏
の
先
導
の
下
、

第
52
回
逍
遥
の
会
参
加
者
一
行
13

名
は
桜
の
蕾
が
僅
か
に
ほ
こ
ろ
び
か

け
た
播
磨
路
の
淡
い
春
景
を
求
め

て
堺
を
出
発
。　
　
　
　
　
　
　

ま
ず
目
指
す
の
は
兵
庫
県
加
古

川
市
に
建
つ
古
刹
天
台
宗
・
刀
田

山 

鶴
林
寺
。
こ
の
寺
院
は
６
世
紀

後
半
、
当
地
を
訪
れ
た
聖
徳
太
子

の
命
に
よ
り
三
間
四
面
の
精
舎
を

建
立
し
「
刀
田
山
四
天
王
寺
聖
霊

院
」
と
名
付
け
ら
れ
た
の
が
そ
の

始
ま
り
で
あ
る
。
そ
の
後
、
第
3

世
天
台
座
主
・
円
仁
（
慈
覚
太
師
）

が
入
唐
の
際
立
ち
寄
り
、
こ
の
時
よ

り
刀
田
山
は
天
台
宗
と
な
る
。
又
、

鳥
羽
天
皇
が
「
鶴
林
寺
」
の
勅
額

を
下
賜
。
以
来
寺
号
を
「
鶴
林
寺
」

に
改
名
。
因
み
に
「
鶴
林
」
と
は

釈
迦 

涅
槃
の
「
沙
羅
双
樹
の
林
」

を
意
味
す
る
由
。
境
内
に
は
国
、県
、

市
指
定
の
数
多
の
重
要
文
化
財
が

現
存
し
て
い
る
が
、
中
で
も
必
見
は

国
宝
・
太
子
堂
。
1
1
1
2
年
創

建
で
兵
庫
県
内
で
は
現
存
す
る
最

古
の
木
造
建
築
物
で
あ
り
堂
内
に

壁
画
の
聖
徳
太
子
像
の
あ
る
こ
と

か
ら
太
子
堂
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
屋

根
は
頂
に
宝
珠
を
の
せ
た
宝
形
造
、

檜
皮
葺
の
優
美
な
曲
線
が
魅
力
的

で
あ
る
。
こ
の
日
は
恒
例
の
太
子
会

式
（
刀
田
の
お
太
子
さ
ん
）
が
行
わ

れ
て
お
り
多
く
の
老
若
男
女
で
賑

わ
い
、
境
内
で
は
露
店
や
イ
ベ
ン
ト

が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
。
山
門

前
の
記
念
撮
影
で
は
近
く
の
露
店

で
働
く
女
性
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
お
願

い
し
、
お
礼
に
一
同
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
を
買
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鶴
林
寺
退
出
後
、
早
く
も
一
行

は
昼
食
会
場
へ
と
赴
い
た
。「
逍
遥

の
会
」
の
楽
し
み
の
一
つ
は
北
村
世

刹
は
鎌
倉
時
代
初
期
、
源
平
争
乱

で
焼
失
し
た
東
大
寺
の
復
興
を
果

た
し
た
俊
乗
坊
重
源
に
よ
り
建
立

さ
れ
た
。
境
内
は
、
東
に
薬
師
如

来
が
住
ま
う
東
方
浄
瑠
璃
世
界
を

表
す
本
堂
の
「
薬
師
堂
」、
西
に
阿

弥
陀
如
来
が
住
ま
う
西
方
極
楽
浄

土
を
表
す
「
浄
土
堂
」
が
配
置
さ

れ
て
い
る
が
、
一
行
は
限
ら
れ
た
時

間
の
中
ひ
た
す
ら
国
宝
「
浄
土
堂
」

と
そ
の
堂
内
に
祀
ら
れ
て
い
る
国
宝

「
阿
弥
陀
三
尊
立
像
」
を
目
指
し
た
。

浄
土
堂
は
東
大
寺
南
大
門
と
と
も

に
全
国
に
二
つ
し
か
な
い
大
仏
様
建

築
様
式
で
建
て
ら
れ
て
お
り
、
我

が
国
建
築
史
上
か
け
が
え
の
な
い

貴
重
な
建
物
と
さ
れ
て
い
る
。
見

上
げ
る
堂
内
は
天
井
が
張
ら
れ
て

お
ら
ず
、
垂
木
や
野
地
板
に
塗
ら

れ
た
朱
と
白
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

美
し
い
こ
と
か
ら
「
化
粧
屋
根
裏
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
し
て
お
堂
に

一
歩
足
を
踏
み
入
れ
た
我
々
の
眼
前

に
現
れ
た
の
が
阿
弥
陀
三
尊
立
像
。

阿
弥
陀
如
来
は
像
高
5
m
30
cm
、
両

脇
侍
の
観
音
菩
薩
と
勢
至
菩
薩
は

像
高
3
m
70
cm
あ
る
巨
大
な
仏
像

で
、
鎌
倉
時
代
の
名
仏
師
快
慶
の

代
表
作
で
あ
る
。
三
尊
像
を
前
に

正
座
で
瞑
想
し
て
い
る
拝
観
者
も

お
ら
れ
、
声
を
発
す
る
の
も
憚
ら

れ
る
荘
厳
な
静
寂
が
堂
内
に
満
ち

て
い
る
。
晴
れ
た
日
の
夕
刻
に
堂
背

後
の
蔀
戸
を
開
け
放
つ
と
西
光
が

差
し
込
み
、
そ
の
光
が
檜
の
床
に

反
射
し
て
屋
根
裏
に
あ
た
り
、
堂

内
全
体
が
朱
色
に
深
く
輝
く
よ
う

に
染
ま
り
雲
座
の
上
に
位
置
す
る

三
尊
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
西
方

極
楽
浄
土
よ
り
の
来
迎
の
風
景
を

醸
し
出
す
劇
的
な
光
の
演
出
効
果

も
備
え
て
い
る
と
の
こ
と
。
歴
史

旅
案
内
人
と
し
て
日
本
各
地
の
寺

院
仏
閣
を
周
り
、
多
く
の
仏
像
を

見
て
こ
ら
れ
た
北
村
修
治
世
話
人

は
「
各
々
見
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
で

し
ょ
う
が
、
私
は
こ
こ
浄
土
寺
の
阿

弥
陀
三
尊
立
像
が
日
本
一
の
仏
像
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
つ
ぶ
や
か

れ
た
。
又
、
僧
籍
を
持
つ
参
加
者

の
一
人
が
ポ
ツ
リ
と
「
阿
弥
陀
様
の

立
像
は
非
常
に
珍
し
い
で
す
。
私

は
初
め
て
見
ま
し
た
。」

阿弥陀三尊立像阿弥陀三尊立像

暫
く
佇
む
中
、
閉
館
時
刻
も
迫

り
我
々
は
立
ち
去
り
が
た
い
余
韻

を
残
し
つ
つ
浄
土
寺
を
辞
し
、
帰
路

に
就
い
た
。

（
菅
野 

勇
）

第52回逍遥の会第52回逍遥の会
～国宝「浄土寺」と快慶作「阿弥陀三尊像」～～国宝「浄土寺」と快慶作「阿弥陀三尊像」～

『俊乗坊重源と仏師・快慶に出会う旅』『俊乗坊重源と仏師・快慶に出会う旅』



関西大学校友会　堺支部会報37 号　2025 年（令和 7年）11 月 1日 （8）

10
月
11
日
（
金
）
秋
晴
れ
好

天
の
も
と
、
天
野
山
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
堺

支
部
秋
季
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
、

初
参
加
者
、
柳
本
喜
八
郎
氏

（
昭
48
工
）
と
山
元
光
氏
（
平

30
人
）
の
2
名
を
迎
え
、
参

加
者
（
18
名
）
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
競
技
は
、
い
つ

も
の
W
ペ
リ
ア
（
ハ
ン
デ
上

限
な
し
）
方
式
に
て
競
い
、

橋
本
吉
生
氏
（
昭
47
工
）
が
、

前
回
春
季
大
会
に
続
き
、
見

事
優
勝
と
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞

（
ス
コ
ア
88
）
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
2
位
に
は
豊
嶋
賢
二

氏
（
昭
39
経
）
が
、
3
位
に

は
長
嶺
光
生
（
昭
50
法
）
が

大
波
賞
は
療
養
明
け
の
豊

嶋
賢
二
氏
（
昭
39
経
）
が
、

小
波
賞
は
北
村
修
治
氏
（
昭

46
文
）
が
、
そ
し
て
水
平
賞

は
メ
ン
バ
ー
最
高
齢
の
松
原

洋
治
氏
（
昭
34
法
）
が
獲
得

さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
優
勝
し
た
世

話
役
の
長
嶺
が
「
橋
本
氏
の

3
連
覇
を
阻
む
こ
と
が
出
来

て
嬉
し
い
」
と
挨
拶
し
、
ま

た
6
月
有
馬
ロ
イ
ヤ
ル
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
に
て
開
催
さ
れ
る

「
関
大
校
友
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル

フ
」
参
加
者
へ
チ
ャ
ー
タ
ー

バ
ス
の
説
明
と
案
内
を
行
い

ま
し
た
。

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
次

入
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
午
後

か
ら
10
打
良
く
な
っ
た
豊
嶋

氏
は
大
波
賞
を
、
小
波
賞
は

初
参
加
の
山
元
氏
が
、
水
平

賞
は
ド
ラ
コ
ン
賞
も
獲
得
の

小
島
秀
明
氏
（
昭
42
経
）
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
間
宮
健

二
氏
（
昭
40
法
）
は
ド
ラ
コ

ン
賞
と
ニ
ア
ピ
ン
賞
を
、
高

松
健
之
氏
（
昭
42
文
）
は
ニ

ア
ピ
ン
賞
を
獲
得
さ
れ
ま
し

た
。
表
彰
式
の
後
、
次
回
、

春
の
関
球
会
開
催
予
定
日
：

4
月
11
日
（
金
）
が
発
表
さ
れ
、

ま
た
の
再
会
を
約
し
、
賞
品

や
参
加
賞
（
丸
市
菓
子
舗
製

三
笠
饅
頭
）
を
お
土
産
に
帰

途
に
着
き
ま
し
た
。
参
加
さ

れ
た
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。

初
参
加
の
柳
本
氏
、
山
元
氏

も
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
よ
う

な
の
で
、
次
回
も
参
加
い
た

だ
く
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
度
、
以
前

よ
り
会
員
の
皆
様
か
ら
強
い

要
望
の
あ
り
ま
し
た
「
K
U
S

関
球
会
ゴ
ル
フ
」
専
用
横
幕

フ
ラ
ッ
グ
を
作
成
致
し
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
今
回
の
集

合
写
真
に
は
間
に
合
い
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
、
小
さ
い
紙

製
の
「
K
U
S
関
球
会
ゴ
ル

フ
」
フ
ラ
ッ
グ
（
サ
ン
プ
ル
）

が
写
っ
て
い
ま
す
。
先
日
、

や
っ
と
布
製
の
横
幕
フ
ラ
ッ

グ
が
完
成
し
ま
し
た
の
で
、

次
回
よ
り
使
用
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
春
も
ま
た
元
気
に

お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

（
長
嶺 

光
生
）

4
月
11
日
（
金
）
春
爛
漫
、

桜
舞
い
散
る
好
天
の
も
と
（
途

中
何
度
か
春
雨
に
降
ら
れ
ま

し
た
が
）、
天
野
山
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
堺

支
部
春
期
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
、

参
加
者
（
17
名
）
で
開
催
さ
れ
、

関
球
会
フ
ラ
ッ
グ
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

競
技
は
W
ペ
リ
ア
（
ハ
ン
デ

上
限
な
し
）
に
て
競
い
、
長

嶺
光
生
（
昭
50
法
）
が
優
勝

し
ま
し
た
。
長
嶺
は
ス
コ
ア

82
で
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
も
受

賞
、
2
位
に
は
高
松
健
之
氏

（
昭
42
文
）
が
、
3
位
に
は
松

田
昭
氏
（
昭
45
法
）
が
入
賞

さ
れ
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
特
集

ゴ
ル
フ
特
集

回
、
関
大
校
友
オ
ー
プ
ン
ゴ

ル
フ
の
健
闘
や
秋
の
関
球
会

で
の
再
会
を
約
し
、
各
自
、

賞
品
や
参
加
賞
（
丸
市
菓
子

舗
製
鮎
菓
子
）
を
お
土
産
に

帰
途
に
着
き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
様
お
疲
れ

様
で
し
た
。
ま
た
元
気
に
お

会
い
し
ま
し
ょ
う
。

（
長
嶺 

光
生
）

第36回
KUS関球会ゴルフ開催

（堺支部）

第37回
KUS関球会ゴルフ開催

（堺支部）



イ
ベ
ン
ト
で
関
西
阿
波
お
ど
り

協
会
の
一
員
と
し
て
踊
り
、
ハ
ッ

ス
ル
し
て
き
ま
し
た
。
5
月
17

日
か
ら
は
一
週
間
、中
国
（
大
連
）

で
す
。
健
康
に
感
謝
の
毎
日
で

す
。井

ノ
本
英
明

令
和
6
年
10
月
～
1
月
入
院

（
咽
頭
ガ
ン
）。
後
、
不
調
。

岩
井
留
美

初
総
会
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

上
野
敦
紀

現
在
、
嘱
託
と
し
て
勤
務
中

で
す
。
休
日
は
、
母
に
付
き
添

う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
歳
で
も
、
親
に
は
長
生
き

し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

鴨
頭
光
一

昨
年
大
病
を
し
て
以
来
調
子

は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
総
会
当

日
も
検
査
日
と
重
な
っ
て
お
り
、

集
合
時
間
に
遅
れ
ま
す
。
悪
し

か
ら
ず
。

岸
田 

修

昨
年
11
月
、
新
居
浜
で
の
第

80
回
日
本
ユ
ネ
ス
コ
運
動
全
国

大
会
に
23
回
目
の
参
加
を
し
た
。

小
中
高
生
の
ユ
ネ
ス
コ
実
践
発

表
が
あ
っ
た
。
こ
の
地
は
住
友
の

別
子
銅
山
が
有
名
で
、
施
設
を

見
学
し
、
興
味
深
か
っ
た
。
国

際
社
会
が
法
の
支
配
の
重
要
性

を
説
え
る
中
で
、
私
の
修
士
論

文
で
あ
る
国
際
司
法
裁
判
所
に

ル
エ
ン
ザ
等
で
入
院
し
て
い
ま

し
た
。
退
院
後
も
酸
素
吸
入
の

た
め
ボ
ン
ベ
を
付
け
た
ま
ま
で
、

外
出
も
仲
々
で
き
ま
せ
ん
。
し

た
が
っ
て
外
部
で
の
会
食
、
全

て
欠
席
で
す
。
堺
支
部
の
皆
様

方
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ
さ

い
。網

本
浩
幸

相
変
わ
ら
ず
の
弁
護
士
稼
業

と
阿
波
お
ど
り
の
二
刀
流
で
？

元
気
に
や
っ
て
い
ま
す
。
5
月

に
は
関
西
万
博︿
世
界
が
踊
る
日
﹀

令
和
7
年
度
総
会
返
信
は
が

き
通
信
欄
よ
り
（
五
十
音
順
）

天
井
一
夫

前
略　

何
時
も
関
大
堺
支
部

の
件
で
大
変
お
世
話
に
な
り
、

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
こ
と 

昨
秋
10
月
よ
り
今
年
1
月
20
日

ま
で
、
大
阪
労
災
病
院
、
堺
南

病
院
に
転
倒
、
打
撲
、
イ
ン
フ

よ
る
平
和
で
し
か
な
い
。
こ
の
裁

判
所
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
与
え
て
、

世
界
の
世
論
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
核
の
反
対
も
重
要
で

あ
る
が
、
完
結
性
が
な
い
。

木
下
廣
子

元
宝
塚
支
部
長
の
米
谷
さ
ん

も
私
の
友
人
と
い
う
こ
と
で
参

加
し
た
い
様
で
す
。
ホ
タ
ル
の

会
の
時
に
相
談
致
し
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

佐
野
重
治
郎

新
入
会
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
84
歳

（
1
9
4
1
年
1
月
11
日
生
ま
れ

で
す
。）

鈴
木
信
一

一
人
で
は
出
あ
る
く
こ
と
が

で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
90
歳
を
す
ぎ
て
全
く
弱

く
な
り
ま
し
た
。

隅
谷
哲
三

関
大
の
校
友
会
組
織
が
大
変

良
く
出
来
て
い
る
し
、
大
変
活

発
に
活
動
し
て
い
る
様
に
思
い

ま
す
。
私
は
落
ち
こ
ぼ
れ
で
す

が
、
校
友
会
行
事
に
参
加
し
て
、

社
会
で
立
派
に
活
躍
さ
れ
て
い

る
校
友
が
沢
山
お
ら
れ
る
の
に

は
、
大
変
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。

つ
く
づ
く
関
大
卒
で
良
か
っ
た

な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
校
友
会

行
事
に
は
、
積
極
的
に
参
加
し

て
下
さ
い
。

竹
内
一
二

ま
あ
、
な
ん
と
か
元
気
で
す
。

竹
内 

孝

申
し
分
け
あ
り
ま
せ
ん
。
不

整
脈
に
よ
る
体
調
不
良
の
為
、

総
会
を
欠
席
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
年
会
費
の
み
振
込
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
宜
し
く
御

願
い
い
た
し
ま
す
。

田
中
範
雄

毎
回
、
ご
丁
重
な
案
内
状
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
当
日
は
、
他
の
催
事
の

た
め
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
無
礼
い
た
し
ま
す
。

支
部
長
様
は
じ
め
委
員
、
会
員

の
み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
、
ご
多

幸
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

辻
尾
健
一
郎

社
会
福
祉
法
人
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
福
祉
会
が
発
展
し
、
真
の

高
齢
者
対
策
を
実
現
す
る
た
め

日
々
努
力
し
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
、
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

寉
岡
相
弘

い
つ
も
ご
案
内
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
土
・
日
・
祭
は

子
供
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
指
導

を
し
て
お
り
参
加
出
来
ま
せ
ん
。

宜
し
く
願
い
ま
す
。

中
西
健
次

年
齢
の
わ
り
に
は
元
気
で
す
。

南
部
和
男

御
苦
労
様
で
す
。

西
林
善
成

入
院
中
の
為
欠
席
し
ま
す
。

細
田
賢
一

後
期
高
齢
者
と
な
り
、
あ
と

2
年
で
任
期
満
了
（
保
護
司
歴

30
年
）
と
思
っ
て
い
た
ら
、
何

故
か
先
輩
た
ち
が
次
々
に
任
期

延
長
（
2
年
間
）
の
申
し
出
を

し
て
い
る
と
か
。
浮
世
の
義
理

か
？南 

英
一

お
世
話
に
な
り
ま
す
。
当
日
、

先
約
が
あ
り
欠
席
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
盛
会
を
祈
念
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

宮
内
利
正

郷
里
の
鳥
取
県
倉
吉
市
に
帰

り
、
3
年
が
過
ぎ
た
。
ま
だ
、

法
人
連
盟
や
観
察
協
会
等
の
役

が
あ
り
、
大
阪
に
行
っ
た
り
、

時
々
東
京
に
出
か
け
た
り
も
し

て
い
る
。
大
阪
で
は
絵
画
の
グ

ル
ー
プ
に
属
し
、
好
き
な
絵
を

描
い
て
い
る
。
郷
里
で
も
80
代

に
な
っ
て
か
ら
サ
ッ
ク
ス
や
料

理
教
室
に
通
う
な
ど
、
人
生
を

明
る
く
楽
し
ん
で
い
る
。

金
澤　

勇
氏　

金
澤　

勇
氏　

昭
和
昭
和
3333
年
商
卒

年
商
卒

堀
畑
好
秀
氏　

堀
畑
好
秀
氏　

昭
和
昭
和
4141
年
法
卒

年
法
卒

謹
ん
で
お
悔
や
み

謹
ん
で
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

申
し
上
げ
ま
す

訃　

報
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堺
支
部
団
体
戦
準
優
勝
は
、

支
部
皆
さ
ん
の
応
援
と
出
場
者

の
熱
意
と
結
束
力
の
賜
物
と
存

じ
ま
す
。

（
長
嶺 

光
生
）

団
体
戦 

準
優
勝

第 39 回  
関大校友オープンゴルフ開催



代表取締役
不動産鑑定士 和 田 浩

ＴＥＬ 0 7 2 - 2 2 5 - 2 2 2 2
ＦＡＸ 0 7 2 - 2 2 5 - 3 9 3 9

不動産の適正価格情報提供サイト
大阪 不動産鑑定相談センター
http : //www.wada-kantei.co.jp

不動産の評価・調査・コンサルティング
株式会社 和田総合鑑定あみ もと ひろ ゆき

弁護士 網 本 浩 幸
アイマン総合法律事務所・代表
徳島交流大使／阿波おどりグループ「大阪天水連」（ ）

U R L … http : //www.aimann-law.jp

調査・出
願から権利化・紛争処理まで

商標意匠考案特許

― YS F
TEL：（0 7 2 ― FAX： ―
E-mail : nk-nakao@syd.odn.ne.jp URL: www2.odn.ne.jp/nakaopat/

中尾真一特許事務所
知的財産を総合的にサポート

グループホーム18名。デイサービスセンター25名。
訪問介護ステーション・居宅介護支援事業所。

小規模多機能型事業所（18名）・サービス付き高齢者向け住宅（20室）。

アットホームな雰囲気、ゆったり、リラックスできるホテルです。
価格もリーズナブルに設定しております。

https://www.seiunso.net E-mail: info@seiunso.net

（10）関西大学校友会　堺支部会報37 号　2025 年（令和 7年）11 月 1日



E-m
ail  t.furubuchi@

furubuchi-zeirishi.jp

関

高
一
大

会
窓
同

長
会

大
西
関

　学

人

会

会

長
会

会

大
西
関

学

友
校

業
部
長

事

法
校
学

　人

学
大
西
関

員
議
評

代表取締役 長嶺光生
昭和50年 法卒

〒551-0031
大阪市大正区泉尾5丁目18番8号
TEL (06)6552-5055 ㈹
FAX (06)6552-9110
URL http : //www.hikari-kikai.com

☆主要営業品目☆
金属チタン・シリコンウェハー製造装置
紙オムツ・衛生材料製造装置
各種装置・機械・部品製作

レアメタル加工品

SINCE 1950

貸
賃
・
理
管
産
動
不

マ
イ
ホ

ム
の
総
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

北
井
不
動
産
総
合
事
務
所

代
表
者北

井

秀

夫
（
Ｓ

・
法
学
部
）

〒

－

堺
市
南
区
御
池
台

丁

番

号

電

話

－
－

フ

ク
ス

－
－

E-m
ail:info@

kitai-fudousan.com

光の向こうに未来が見える

光機械工業株式会社
株式会社 HTT

夢工場

印刷を中心に企画・物流・システム開発まで
ソリューションビジネスを展開する、
大阪・堺の印刷会社です。
本社・堺第一工場　
〒590-0984 大阪府堺市堺区神南辺町5丁152－2
TEL：072-225-5001　FAX：072-225-5027

www.umebeef.com

590-0829
大阪府堺市堺区東湊町4丁228番地
Tel 072-241-6045
Fax 072-241-6046
Mail s-harano99@nifty.com

代 表 取 締 役

原 野　祥 次
S h o u j i 　 　 H a r a n o

計
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天井一夫
井内孝志
池尾弘久
池田一紗
井ノ本英明
今井康雄
岩井留美
植田博之
植野正仁
宇瀨大翔

大塚喜之
大野雅司
大丸　力
岡田有市
小倉啓資
鍛冶　勝
鴨頭光一
河面愛彦
河内克之
河中敬貴

川中圭子
岸田　修
北井秀夫
北村修治
木下廣子
木村志郎
草川大造
葛村和正
久保貞信
呉松恒男

小島秀明
小谷保雄
阪井正一
阪本昭夫
佐野健次郎
佐野宏之
芝田　一
島　保範
菅野　勇
杉崎正明
杉林克廣
鈴木信一
鈴木義規
隅谷哲三

曽根政美
田頭　勝
高橋克彦
髙松健之
高松慶暢
竹内　孝
竹内一二
田中　克
田中　茂
田中一郎
田中範雄
田中松次郎
谷本順一
辻　英雄

辻尾健一郎
寺脇　茂
戸松智美
富田尚典
豊嶋賢二
中尾真一
中迫悟志
中辻利雄
中野昌人
長嶺光生
鍋島均志
西尾利夫
西川和孝
西口和広

西座新二
西田雄治
西原俊幸
二宮　晃
野口　徹
野間耕三
橋本吉生
土師重隆
秦　寛宜
林　昌雄
原野祥次
平山一郎
廣瀬潤一
福島悦司

古渕敦史
古淵謙祐
古渕孝仁
細田賢一
堀畑好秀
松田　昭
松原洋治
的場一幸
間宮健二
南　英一
宮内利正
宮崎浩樹
三好則行
森　守男

森島丞児
柳本喜八郎
山地勝紀
山元　光
山本幹夫
弓倉唯志
横山康雄
和田　浩
和田三吾

令和6年4月1日〜令和7年3月31日まで

令和6年度年会費納入会員
（五十音順・敬称略）



関親会
忘年会
新年会

関親会開催日 行事名 場所
R6 9 月 20 日 第375回関親会 八風亭

10 月 25 日 第376回関親会 源平水軍

11 月 18 日 第377回関親会 楓林閣

12 月　6 日 忘年会（第378回関親会） 南海グリル

R7 1 月 17 日 新年会（第379回関親会） シティホテル青雲荘

2 月 14 日 第380回関親会 にんにん

3 月 14 日 第381回関親会 嶋川

4 月　6 日 第382回関親会・
スプリングフェスティバルに参加 千里山キャンパス

5 月　9 日 第383回関親会 頂屋（いただきや）

6 月 21 日 堺支部総会（第384回関親会） ホテル
アゴーラ リ－ジェンシ－ 大阪堺

7 月 24 日 第385回関親会 昌久園

8 月 22 日 第386回関親会 「KICHIRI」堺東店

（12）関西大学校友会　堺支部会報37 号　2025 年（令和 7年）11 月 1日

新年会

編集後記

記録ずくめの今年の夏も過ぎ去り、まだ
その余韻を残しつつも秋闌を迎えておりま
す。堺支部会報も回を重ね３７回目の発行
となりました。本号の発行に際し、ご寄稿
いただきました皆様、広告掲載にご協力い
ただきました皆様に、まずもって厚く御礼�
申し上げます。堺支部広報委員９名（鴨頭、
北井、草川、小島、菅野、中尾、鍋島、秦、
宮内）は、自ら絵を描き、原稿を執筆する
傍ら、酷暑の中を堺市福祉会館の一室にこ
もり、編集作業を続け、やっと上梓に至りま
した。拙い紙面ではございますが、ご笑覧
いただけましたら幸いに存じます。
� （草川 大造）

6.9.20　関親会　八風亭 6.10.25　関親会　源平水軍

7.2.14　関親会　にんにん 7.3.14　関親会　嶋川6.12.6　忘年会　南海グリル

7.7.25　関親会　昌久園7.5.9　関親会　頂屋

１月17日
シティホテル青雲荘にて

新年会を開催。


